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平 成 ２７ 年 度   事  業  報  告 

（自）平成２７年４月１日 （至）平成２８年３月３１日 
 
１．新規・重点事業 

 （１）狭山市地域福祉推進計画及び支部地域福祉活動計画の推進 
○ 狭山市地域福祉推進市民会議の開催 
狭山市地域福祉推進計画に基づき、計画を進行管理する機関として「狭山市地域福祉

推進市民会議」を設置しました。 
地域福祉推進市民会議（計画推進のための市と協働の会議） ４回開催 

 
  ○ 計画書の配付等 

狭山市地域福祉推進計画の冊子５００部を狭山市及び本会の関係者等へ配付したほ

か、概要版を７月の市報と同時班回覧しました。併せて、計画書を本会のホームページ

に掲載しました。 
 
○ 支部地域福祉活動計画の推進 
支部社会福祉協議会が策定した支部地域福祉活動計画の推進を図るため、支部社会福

祉協議会の活動を支援しました。 
 
 （２）生活困窮者自立支援事業の実施 
    平成２７年４月から施行された生活困窮者自立支援事業を狭山市から受託し、自立相

談支援事業、家計相談支援事業、就労準備事業を行いました。 
  ○ 相談件数等 

《相談件数》        ３６２件 
   《プラン作成件数》      ７６件 

《住居確保給付金支給件数》  １６件 
《自立、就労件数》      ２３件 

   《支援調整会議》 １１回開催 ６２件 
 
  ○ 普及啓発等 

・社協だより、市報、民児協広報誌、ケーブルテレビなどでの周知 
・広報用ポケットティッシュの作成 
・民児協全体研修会、人権擁護委員協議会研修会 

   ・埼玉県社会福祉協議会主催による会議での実践報告 など 
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  ○ 生活福祉資金や福祉サービス利用援助事業との連携 
生活福祉資金等の貸付を希望する人の初期相談を生活困窮者自立支援事業の相談支

援員が担うことで、生活困窮者支援の際に貸付以外の方法も提示するなどの連携をしま

した。また、家計相談の中で、本人たちでは家計管理が困難な場合に福祉サービス利用

援助事業に相談をつなぐなどの連携をしました。 
 
 （３）生活支援物資の利活用 

防災用の食品・缶詰・レトルト食品・カップ麺など、家庭等に眠る生活支援物資の寄

付を募り、生活困窮者支援として活用しました。 
《寄付受入件数》 ３８件 
《支援件数》   ８９名 １６３件 

 
 （４）介護保険法改正に伴う地域支援事業等に関する調査研究 
○ 介護保険法改正に伴う地域支援事業に関する調査研究 
 第１層生活支援コーディネーターの役割と社協地域福祉事業の連携の効果等につい

て調査研究しました。１０月から狭山市より生活支援コーディネーター業務を受託し、

狭山市の社会資源一覧の作成、第１層協議体の設置など、生活支援体制整備を推進しま

した。 
 
  ○ 介護保険法改正に伴う安定した介護保険事業の経営に関する調査研究 

介護報酬改定に対応する取り組みや地域支援事業の動向する研修会等に参加をする

ほか、取り組みが進んでいる介護保険事業所等の内容を確認しました。 
 
 （５）コミュニティソーシャルワーカーの配置に関する調査研究 
○ コミュニティソーシャルワーカー基礎研修への参加 ３名 

 
  ○ 生活困窮者自立支援事業と連動させた実践 

生活困窮者自立支援事業の相談を切り口に、引きこもりの人に対する地域との連携し

た支援体制の構築や、ゴミ屋敷についての訪問活動などの実践にも取り組みました。 
 
（６）社協活動への理解の促進 

事業を実施する際には、のぼりを設置するなど、本会の活動であることをＰＲしたほ

か、本会職員が活動していることが一目でわかるよう、ユニフォームを作成しました。

また、会員会費や共同募金の際に、単位自治会の会議での説明をできるよう、自治会へ

の働きかけをしました。 
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（７）歳末たすけあい支援金の改編 
歳末たすけあい支援金の見直しをし、生活困窮者自立支援事業との関連づけをした２

つの事業にリニューアルしました。 
○ 生活困窮者緊急用生活費給付事業（１０月から２月で実施） ４７件 
生活困窮者自立支援事業による相談をした生活困窮者のうち、生活再建のために一時

的な生活費の給付が必要であると認められた方に対して支援金を給付しました。 
 
○ 高校進学支援金給付事業（２月から３月で実施） ８校１６名 
狭山市内の公立中学校に通う中学３年生のうち、修学の意欲が旺盛で、高校進学が決

定したものの、家庭の経済的困窮等により、入学準備が充分にできない恐れのある方で、

学校長からの推薦を得られる方に対して支援金を給付しました。 
 
 （８）彩の国あんしんセーフティネット事業への協力 

平成２６年度から始まった埼玉県内の社会福祉法人が行う社会貢献活動である、「彩

の国あんしんセーフティネット事業」への協力をしていくため、埼玉県社会貢献基金へ

の拠出をするとともに、生活困窮世帯への支援をしていく社会福祉施設と連携をしまし

た。 
《連携件数》  ２３件 

 
 
２．会の運営 

（１）理事会 ４回開催  

第１回理事会 ４月１日 

 議案第 １号 社会福祉法人狭山市社会福祉協議会会長の選任について 

 議案第 ２号 社会福祉法人狭山市社会福祉協議会副会長の選任について 

 議案第 ３号 社会福祉法人狭山市社会福祉協議会職務代理者の指名について 

 議案第 ４号 社会福祉法人狭山市社会福祉協議会常務理事の指名について 

 議案第 ５号 社会福祉法人狭山市社会福祉協議会支部設置規程の一部改正 

について 

 

第２回理事会 ５月２６日 

 議案第 ６号 新規事業の開始について 

 議案第 ７号 老人介護支援センター事業の廃止について 

 議案第 ８号 社会福祉法人狭山市社会福祉協議会定款の一部改正について 

 議案第 ９号 社会福祉法人狭山市社会福祉協議会経理規程の一部改正について 

 議案第１０号 平成２７年度社会福祉法人狭山市社会福祉協議会第１次補正予算 



11 
 

（案）について 

     議案第１１号 社会福祉法人狭山市社会福祉協議会給与規程の一部改正について 

     議案第１２号 平成２６年度社会福祉法人狭山市社会福祉協議会事業報告 

について 

議案第１３号 平成２６年度社会福祉法人狭山市社会福祉協議会決算認定 

について 

 議案第１４号 社会福祉法人狭山市社会福祉協議会評議員の同意について 

  

第３回理事会 １２月８日 

 議案第１５号 新規事業の開始について 

 議案第１６号 平成２７年度社会福祉法人狭山市社会福祉協議会第２次補正予算 

        (案)について 

 議案第１７号 社会福祉法人狭山市社会福祉協議会特定個人情報・雇用管理情報 

管理規程について 

 議案第１８号 社会福祉法人狭山市社会福祉協議会就業規則の一部改正について 

 議案第１９号 社会福祉法人狭山市社会福祉協議会非常勤職員規程の一部改正 

について 

 議案第２０号 社会福祉法人狭山市社会福祉協議会給与規程の一部改正について 

 議案第２１号 平成２７年度社会福祉大会顕彰対象者について 

 

第４回理事会 ３月１７日 

 議案第２２号 社会福祉法人狭山市社会福祉協議会給与規程の一部改正について 

 議案第２３号 狭山市社会福祉活動基金設置規程の一部改正について 

 議案第２４号 社会福祉法人狭山市社会福祉協議会経営安定化基金設置規程の 

一部改正について 

 議案第２５号 社会福祉法人狭山市社会福祉協議会就業規則の一部改正について 

 議案第２６号 社会福祉法人狭山市社会福祉協議会公印規程の一部改正について 

 議案第２７号 平成２７年度社会福祉法人狭山市社会福祉協議会第３次補正予算 

（案）について 

 議案第２８号 平成２８年度社会福祉法人狭山市社会福祉協議会事業計画（案） 

について 

 議案第２９号 平成８７年度社会福祉法人狭山市社会福祉協議会予算（案）に 

ついて 
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（２）監査会 ２回開催  

第１回監査会  ５月１９日 

議案 平成２６年度会計決算監査について 

 

第２回監査会 １１月１８日 

 議案 平成２７年度事業及び予算執行状況について 

 

（３）評議員会 ３回開催  

    第１回評議員会 ５月２８日 
     議案第 １号 新規事業の開始について 
     議案第 ２号 事業の廃止について 
     議案第 ３号 社会福祉法人狭山市社会福祉協議会定款の一部改正について 
     議案第 ４号 平成２７年度社会福祉法人狭山市社会福祉協議会第１次補正予算 

（案）について 
議案第 ５号 平成２６年度社会福祉法人狭山市社会福祉協議会事業報告 

について 
議案第 ６号 平成２６年度社会福祉法人狭山市社会福祉協議会決算認定 

について 
議案第 ７号 社会福祉法人狭山市社会福祉協議会役員の選任について 

 
第２回評議員会 １２月２２日 
 議案第 ８号 新規事業の開始について 

     議案第 ９号 平成２７年度社会福祉法人狭山市社会福祉協議会第２次補正予算 
（案）について 

 
第３回評議員会 ３月２４日 

     議案第１０号 平成２７年度社会福祉法人狭山市社会福祉協議会第３次補正予算 
（案）について 

     議案第１１号 平成２８年度社会福祉法人狭山市社会福祉協議会事業計画（案）に 
ついて 

     議案第１２号 平成２８年度社会福祉法人狭山市社会福祉協議会予算（案）に 
ついて 

 
（４）正副支部長会議 ３回開催  

第１回正副支部長会議 ６月９日 
１．平成２７年度会員募集及び協力について 
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２．平成２６年度狭山市社会福祉協議会事業報告について 
    ３．平成２７年度狭山市社会福祉協議会の主な新規事業・重点事業について 
    ４．狭山市地域福祉推進計画について 
    ５．地域のつながりと支え合いを考える集い、地域福祉活動推進研究会について 
    ６．災害ボランティアセンター立ち上げ訓練並びに避難者名簿作成訓練について 
    ７．食事サービスにかかわる衛生管理の対応について 
    ８．在宅福祉サービス研修会（衛生講習会）について 
    ９．地域わくわく事業について 
   １０．敬老会について 
 

第２回正副支部長会議 １月８日 
１．金婚祝写真贈呈事業について 
２．平成２７年度地域ふくし支援金（会員会費）について 
３．生活支援コーディネーター事業の受託について 
４．平成２７年度狭山市社会福祉協議会上半期事業報告について 

    ５．第３６回社会福祉大会について 
 

第３回正副支部長会議 ３月３０日 
１．地域ふくし支援金（会員会費）について 
２．平成２８年度事業計画について 
３．ボランティア活動保険等について 
４．各支部総会について 

 

 

３．委員会の運営  
（１）助成金交付事業審査委員会     ２回開催 
（２）手話通訳者派遣事業運営委員会   ２回開催 
（３）ボランティアセンター運営委員会  ２回開催 
（４）ささえあい狭山運営委員会     ５回開催 
（５）さやま成年後見センター運営委員会 ４回開催 
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４．財源の確保  

（１）社協会員の加入促進 ８，３２４件 ６，４００，０００円 
○既存会員の会費納入及び新規会員の加入募集 

 
 （２）ささえあい狭山会員の加入促進 ５６４件 １，１２８，０００円 
 
（３）社会福祉活動基金の運用   
   国債等で運用を図りました。 
 受取利息配当金収入 ９，３５８，７６４円 

 
（４）赤い羽根共同募金 ８，５１４，０４４円 

○埼玉県共同募金会狭山市支会に協力 
 
（５）歳末たすけあい募金 ５，９３４，８０８円 
    ○埼玉県共同募金会狭山市支会に協力 

 
（６）社協だより「ふれあい」へ広告掲載  

広告料収入 ２００，０００円 
 
（７）寄付金 
   寄付金収入 ２，７９８，６９７円 

 
 
５．事務局体制・機能の強化  
   業務運営会議、職員任用委員会、勤務評定を実施するとともに、研修への積極的な参加

を図り、人材育成・交流・適正配置に努めました。 
（１）研修 １３８回 

埼玉県社会福祉協議会、全国社会福祉協議会等による研修に積極的に参加することで、

本会職員としてのスキルアップを図りました。 
○ 参加した主な研修 
会計研修、人事労務管理研修、社会福祉協議会活動全国会議、自立相談支援事業相談

支援員養成研修、埼玉県生活支援コーディネーター養成研修、権利擁護・虐待防止セミ

ナー など 
 
（２）事務局機能の強化 

グループウェアを活用し、情報の共有を進め、業務の効率化を図りました。 
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 （３）職員任用委員会の開催 

 （４）勤務評定の実施 

 （５）職員の自己申告制度の実施 

 

 

６．調査研究   

（１）学ぶ機会、世代間交流事業調査研究 
（２）地域福祉に関する社会資源の活性化の研究 
（３）団体のネットワークにかかる調査研究 
 
 
７．連絡調整  

   関係機関との連携の充実・強化を図りました。 

（１）狭山市自治会連合会・狭山市民生委員児童委員協議会・市役所職員との連携 
   会員会費、共同募金（赤い羽根共同募金・歳末たすけあい募金）の協力を依頼し、実

施しました。 
また、民生委員・児童委員協議会の活動に対する補助金を交付し、地域福祉活動の支

援を行ったほか、平成２８年度の民生委員一斉改選に向けた内申代表者会議などにも参

加しました。 
 
（２）狭山市介護保険事業者協議会への参加  

狭山市介護保険サービス事業者協議会に参加、介護保険関連情報の把握や介護保険事

業所との連携を図り、介護保険事業の円滑な運営を行うとともに、介護サービスの質の

向上に努めました。 
  
（３）狭山市自立支援協議会への参加  

狭山市自立支援協議会の代表者会議や実務者会議に参加し、障害者福祉サービスに関

する関係機関・事業所との連携を図り、障害者福祉サービスの質の向上に努めました。 
 
 （４）入間川・入間川東地区、入曽・水野地区、富士見・狭山台地区、堀兼・奥富・新狭山

地区、柏原・水富地区地域包括支援センター主催による日常生活圏域会議への参加をし

ました。 
 
 （５）協働委員会、青少年を育てる市民会議、障害者福祉プラン推進懇談会、子育て支援ネ

ットワーク会議など狭山市の主催する会議への参加をしました。  
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８．普及宣伝 

（１）広報委員会 委員会の見直しのため、開催せず 

（２）社協だより「ふれあい」の発行  

   年４回（４月・７月・１０月・１月）発行 各回５６，９００部 

なお、１０月号では創刊１５０号を迎え、社協事業の紹介や賛助会員の市内企業に協

賛を募り、プレゼントクイズ企画を行いました。 

 （３）ふれあいこころちゃん放送 ４回（５月・７月・１０月・１月） 

（４）諸事業の広報用印刷物発行    

（５）ホームページの更新 ３６回（アクセス数１３，６２３件）  

（６）ブログの更新 ３７件（アクセス数４５，８８９件）  

（７）ガイドブック １，０００部作成  

 

 

９．支部社協への支援  

（１）正副支部長会議を通して市社協と支部社協の連携 
○平成２７年度から新たに支部長への委嘱状を交付 

（２）支部社協の諸事業に協力・援助（活動費交付等） 
（３）支部社協在宅福祉サービス推進事業に協力・援助 
    ○在宅福祉サービス事業交付金を１０支部に交付 
    ○支部社協地域福祉活動計画推進への協力 
    ○支部活動に関連する情報提供 
    ○年２回、給食サービス実施の支部社協に対する検便の実施 

 

 

１０．在宅福祉サービスの推進  

（１）市社協における推進 

   ○在宅福祉サービス推進委員会 委員会の見直し中のため、開催せず 

    ○研修会 １回 

《開催日》 ７月３日（金） 

      《内 容》 衛生講習会 

      《参加者》 ６２名 

       ○見守り事業 

 

（２）支部社協における推進 

   ○支部在宅福祉サービス推進委員会 
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    ○孤立予防、安否確認のための給食サービス、友愛訪問、茶話会、ふれあいサロンの

実施、支部だよりの発行 

    ○支部社協地域福祉活動計画の推進 

    

 

１１．福祉教育  

（１）福祉体験教室の実施 

車椅子・ガイドヘルプ・高齢者擬似体験・障害者等の講話・昔遊び体験、点字体験の

指導を小学校・中学校等で実施しました。 
《件  数》    ３５件 
（小学校 １２校、中学校 ２校、小学校・中学校合同 １校） 
《対象者数》 ３，２４９名 

※ 小学生・中学生向けの認知症サポーター養成講座（キッズ講座）も新たなメニュー

として実施しました。 

 

（２）福祉教育サポーター養成講座 

    《開催日》 ８月２１日（金） 

    《会 場》 社会福祉会館 大会議室 

① 講話 

② 擬似体験「車椅子体験・ガイドヘルプ体験・高齢者擬似体験」 

③ 意見交換 

    《参加者》 ４名 
 
 
１２．高齢者福祉 

（１）金婚世帯へ祝写真贈呈  
市内写真館の協力を得て、結婚５０年を祝い金婚祝写真の贈呈を行いました。 
《贈 呈》 ２４組  《実施日》 ９月～１月 
※ 対象を本会の会員に限定しました。 

 

（２）介護者ふれあいの会の活動援助 
在宅介護者の会への助成を行い、在宅介護者の情報交換の場づくりを支援しました。 

 

（３）敬老事業（市からの受託事業）  

富士見、新狭山地区は支部で実施、奥冨地区は、地区を４か所に分けて実施その他の

地区は、自治会・施設で実施 （７５歳以上対象）１２３箇所で開催 
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地  区 開 催 日 招待者数 出席者数 出席率 
入 間 川 東 9 月 19 日～10月 25 日 1,392 名 376 名 27.0% 

入 間 川    9 月 13 日～11月 15 日 1,093 名 554 名 50.7% 

富 士 見 9 月 4日、12 日 1,993 名 314 名 15.8% 

入   曽 9 月 2日～10月 11 日 4,761 名 3,085 名 64.8% 

堀   兼 9 月 12 日～10月 16 日 1,806 名 727 名 40.3% 

奥   富 9 月 6日～21 日 645 名 350 名 54.3% 

柏   原 9 月 6日～21 日 1,571 名 524 名 33.4% 

水   富 9 月 12 日～10月 24 日 2,223 名 796 名 35.8% 

新 狭 山 9 月 12 日 314 名 58 名 18.5% 

狭 山 台 9 月 12 日～11月 21 日 1,845 名 412 名 22.3% 

計  17,643 名 7,196 名 40.8% 

    ※出席者数は施設入所も含む 

 

 

１３．障害者福祉 

（１）障害者団体等への協力援助 ９件 ８００，０００円  
障害者団体の活動や事業に対する助成を行いました。 

 

（２）助成金交付事業審査委員会 ２回  

   ６月２５日 １．平成２７年度さやま福祉活動応援助成金の審査について 

           （プレゼンテーション ９団体） 

   ９月２８日 １．民間保育施設成金の審査について（書類審査 ３団体） 

         ２．歳末地域福祉支援事業助成金の審査について（書類審査 ４団体） 

 

（３）全身性障害者通学等介護人派遣事業（市からの受託事業）  

高校・大学へ通う全身性障害者の方を対象とし、全般的な介助を行うため、介護人を

派遣しました。 
    《対象者》     １名 

《派遣時間》 ２４０時間 

 

（４）手話通訳者派遣事業（市からの受託事業）  

社会参加の促進を図るため、聴覚障害者の方を対象に手話通訳（情報保障）によって、

手話通訳者を派遣しました。 
    《派遣件数》 ７２６件 

《派遣人数》 ８２８名 
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    ○手話通訳者派遣事業運営委員会（２回） 

６月２３日 １．平成２６年度狭山市手話通訳者派遣事業報告 

      ２．登録手話通訳者予防接種費用補助について 

３．狭山市手話通訳者派遣事業実施要綱について 

      ２月１７日 １．平成２８年度狭山市手話通訳者派遣事業計画について 

            ２．ホームページのリニューアルについて 

            ３．月刊福祉による取材について 

 
    ○登録手話通訳者会議 ２回 
      ５月３０日 １．インフルエンザ予防接種受診費用について 
            ２．利用者との研修について 
            ３．対象者について 
            ４．通訳現場でのお願い 
            ５．手話通訳者養成講習会講師について 

６．手話通訳者派遣事業担当者会議の報告 
７．平成２６年度派遣件数等報告 
８．意見交換  

２月２０日 １．平成２７年度狭山市登録通訳者認定試験について 
２．平成２８年度登録手話通訳者委嘱式について 
３．手話通訳者養成講習会開催について 
４．緊急搬送の対応結果 
５．平成２７年度上半期派遣等件数報告 
６．透明マスクについて 
７．自主学習用教材について 

 
    ○登録手話通訳者研修会 

《回 数》   ２回 
《参加者》  １０名 

 
○手話講習会指導者研修会 
《回 数》   １回 
《参加者》  １３名 

 
    ○手話通訳者派遣事務所だより『手輪』 

 年４回（４月・７月・１０月・１月）発行 各回１，０００部 
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   ○聴覚障害者の集い（独自事業） 

    《回 数》    ４回 

    《参加者》 延べ４８名 

 

（５）ハンディキャブの貸出・運行  
障害により外出が困難な人が積極的に社会参加できるよう、移送サービス等を行い 
ました。 

○ハンディキャブの貸出 
    車椅子を利用している方を対象にハンディキャブを貸出しました。 
    《利用件数》 延４８件 
 

○ハンディキャブの貸出・運行（市からの受託事業）  
    車椅子を利用している方を対象にハンディキャブを運行・貸出しました。 
    運行：《利用者数》     ５２名  

《利用件数》 延１，４２２件 
 

（６）居宅介護事業（ホームヘルパーの派遣）  

○居宅介護  《利用件数》   ３７３件 
《利用時間》 ４，２２１時間 
 

    ○移動支援  《利用件数》    ５１件 
《利用時間》   １５３時間４５分 
 

    ○同行援護  《利用件数》    ６０件 

           《利用時間》   １６２時間１２分 

 

 

１４．児童福祉・母子（父子）福祉 

（１）ふれあい里親運動  

県内の児童福祉施設で生活する児童を、家庭に招き交流や生活経験の機会を提供しま

した。 

○夏期里親運動  ４世帯参加 
○正月里親運動  ３世帯参加 
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（２）ファミリー・サポート・センターの運営（市からの受託事業）  

    子育てをお手伝いしてほしい方（預ける会員）と子育てをお手伝いできる方（預かる

会員）が相互に会員になり、子育てを支援する環境の整備をしました。 

    ○会員同士の需給調整等 

《会員数》       ７９５名  

（預ける会員 ５９０名 預かる会員 １４５名 両方会員 ６０名） 

《活動回数》    ３，０７４回  

    《活動時間》    ３，２３９時間２８分 

 

 《病児、病後児預かり登録》 ８６名  

     （利用会員 ６０名 預かる会員 ２６名） 

《病児、病後児預かり活動回数》   ４回 

《病児、病後児預かり活動時間》  ２５時間３０分 

 

○サブ・リーダー会議 ９回 

  ○入会説明会 《回 数》  ９回 《参加者》 ４４名 

    ○研修会   《回 数》 １８回 《参加者》１７１名 

    ○全体交流会：「食事会・アトラクション」等 

     《開催日》１１月２８日（土）  

     《会 場》富士見公民館 ホール 

     《参加者》９７名 

 

    ○さやまファミリー・サポート・センターだよりの発行 

     年６回（５月・７月・９月・１１月・１月・３月）発行 各回７００部 

 

 （３）産前・産後ヘルパー派遣事業（市からの受託事業）  

   妊娠中または、出産直後の方が、安心して子育てができるように、産前・産後 

ヘルパーが家庭を訪問し、家事のお手伝い、育児相談を実施しました。 

○需給調整等 

《利用者》   １３名  

   《派遣回数》  ５４回 

   《派遣時間》 １０３時間 
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    ○産前・産後ヘルパー研修会      

《開催日》 ９月８日 
《参加者》 ２名 
《内 容》 家庭内での援助活動について等 

 

    ○マタニティースクール参加 ２名 

 

（４）狭山市養育支援訪問事業（市からの受託事業）  

    保護者の養育を必要とされる児童のために、その養育が適切に行なわれるよう、当該

要支援児童等の居宅において、養育に関する相談、指導、助言や家事の援助を行いまし

た。 

    《研修会参加者数》 ５名 

  

 

１５．介護保険事業 

 （１）通所介護「デイサービスいなりやま」  

介護保険制度の指定通所介護事業所として、通所介護事業を行いました。 
    《開所日数》     ３０８日  
    《利用者数》  延８，４３９名 
 

 （２）訪問介護  

介護保険制度の指定居宅サービス事業所として、訪問介護員を派遣する業務を行 
いました。 

    ○要介護 

《利用件数》    延５１２件 

《利用時間》  ５，４１２時間２３分 

     

○予防介護 

    《利用件数》    延１７７件 

《利用時間》    ９４５時間１０分 
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１６．歳末たすけあい配分事業  

（１）生活困窮者緊急用生活費給付事業  ４７件 ４７０，０００円 
生活困窮者自立支援事業の相談の中で既存の制度の狭間にある課題のため、生活困窮

状態からの脱却を目指していても生活再建の道筋を立てられない者に対して、緊急用の

生活費を給付することで、生活再建の道筋を立てました。 
 
（２）高校進学支援金給付事業  ８校１６名 ４８０，０００円 

市内公立中学校に通う中学３年生のうち、修学の意欲が旺盛で、高校等の進学が決定

したものの、家庭の経済的困窮等により、入学準備が十分にできない恐れのある者のう

ち、学校長からの推薦を得られる者に対して、給付型の奨学金を交付しました。 
 
（２）おせち料理宅配事業    １５０件 

８０歳以上の外出困難な高齢者世帯や障害者世帯に対し、年末におせち料理を宅配す

ることで、安否確認をしました。 
 
（３）地域支援事業（障害者団体・福祉施設等への助成） 

４件   ７３，７００円 
年末年始に障害者団体等が行う諸活動を強化するとともに、それらを通じて住民   

への理解を深めるため、障害者団体等へ助成をしました。 
 
（４）民間保育施設助成事業      ３件  ９０，０００円 

市内の保育施設で行う子育て支援、子育て相談等の推進を図るため、保育施設へ 
助成をしました。 

 

 

１７．法外援護  

  公的保護に該当しないケースに対する援護を行いました。 
    交通費の援助 １５件 ７，５００円 
 

 

１８．災害援護  

災害にあった世帯に、見舞金の支給をいたしました。 

    災害援護費 １世帯 ２０，０００円 
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１９．援護資金の貸付  

低所得世帯に対し、経済的自立を助長し、生活の安定を図るため、援護資金の貸付を行 
いました。 

 （１）援護資金貸付審査委員会  開催を要する案件がなかったため開催せず 

 （２）相談件数  １２３件 

 （３）貸付件数   ２８件 ４９５，０００円 

 

 

２０．生活援護資金の貸付  

一時的な生活上の資金を必要とする世帯に対して、生活の安定と生活意欲の助長を図るた

め、生活援護資金の貸付を行いました。 

 （１）相談件数 （援護資金の相談件数と重複） 

 （２）貸付件数 ５０件 ２５０，０００円 

 

 

２１．生活福祉資金の貸付取扱い（埼玉県社会福祉協議会からの受託事業）  

低所得世帯、障害者世帯並びに高齢者世帯に対し、経済的自立及び生活意欲の助長促進 
のため、生活福祉資金の貸付を取り扱いました。 

 （１）相談件数   ２０３件 

 （２）生活福祉資金  １６件   

    生活福祉資金の貸付内訳 

   （緊急小口資金 １０件、福祉資金 ２件、総合支援資金 ４件） 

 

 

２２．心配ごと相談所  

住民のかかえる生活上の悩みごと、困りごとの解決に取り組むため、弁護士による法律関

係の相談を行いました。 

 （１）開設日 

    法律相談（月１回） 毎月第３金曜日 

 （２）相談員  

    弁護士 １名 
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 （３）相談実績 

相談事項 取扱件数 

 家族 ８件 

 財産 １３件  

 離婚 ５件  

 医療・事故 ２件  

 近所トラブル ４件 

 その他 ５件  

合  計 ３７件  

 

 

２３．福祉サービス利用援助事業（埼玉県社会福祉協議会からの受託事業）  

  判断能力が不十分な方を対象に福祉サービスの利用援助や日常金銭管理サービス及び書

類等の預かりサービスを行うことにより、地域で安心して生活を送ることができるよう支援

しました。 
    《契約件数》       ２５件（新規８件、解約９件） 

    《生活支援員活動回数》 ４２８回 

    《相談件数》    １，０５４件 

 

 

２４．法人成年後見事業（市からの一部受託事業）  

「さやま成年後見センター」において、成年後見制度の普及啓発、法人後見の受任、 

権利擁護に関する総合相談や成年後見制度の申立て支援を実施し、認知症高齢者や知的 

障害者・精神障害者が地域で安心して生活を送ることができるよう支援をしました。 

（１）相談件数、受任件数等 

《受任件数》       ５件（累計 ９件） 

（新規２件、終了３件） 

    《後見支援員活動回数》 ７０回 

《相談件数》     １４６件 

《申立支援件数》    １３件 

 

 （２）さやま成年後見センター運営委員会（４回） 

６月２２日 １．（仮称）私の老後の生き方・暮らし方ノートの作成について 

９月１４日 １．（仮称）私の老後の生き方・暮らし方ノートの作成について 

   １２月１５日 １．成年後見の申立てについて 

    ２月２２日 １．平成２８年度事業計画（案）について 
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 （３）私の老後の生き方・暮らし方ノート １，０００部作成 

 

 （４）ＮＰＯ等共催事業 

中央公民館、ＮＰＯ法人さやま後見ネットと成年後見制度に関する普及啓発のための

講演会を共催しました。 

《日 程》 １１月２１日（土） 

《会 場》 中央公民館 第１ホール 

《内 容》 落語「後見爺さん」から学ぶ成年後見制度 

《講 師》 桂 ひな太郎 氏（落語家） 

《参加者》 ５４名 

 

 （５）権利擁護法律相談 

《開 設 日》毎月第１金曜日 

《相 談 員》弁護士 １名 

《相談実績》 

相談事項 取扱件数 

 成年後見制度 ９件 

 虐待・権利侵害 １件  

 遺言・相続 １２件 

 その他 １１件  

合  計 ３３件  

 

 

２５．ふれあいサロンへの支援  

身近な生活の場を拠点として、住民である当事者とボランティアが協働で企画し、 
内容を決め、共に運営していく楽しい仲間づくりの活動の相談、支援を行いました。 
（１）登録団体 ３５団体（新規５団体） 
 
 （２）研修会 １回  
    《日 程》 ３月２３日（水） 
    《会 場》 社会福祉会館 大会議室 
    《内 容》 サロンで使える脳トレ 

    《参加者》 ３１名 

 

 （３）登録講習 ５回 延３１名 
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 （４）運営費助成 延５１団体 ６０３，８０９円 

 

 

２６．福祉機器の貸出  

 （１）車椅子     ８３件 

 （２）その他     １２件 

  

 

２７．人材育成 

 （１）手話講習会（市からの受託事業）  

手話奉仕員養成講習会（前期）（全２１回）、手話奉仕員養成講習会（後期）（全２５

回）、手話通訳者養成講習会（通訳Ⅰ）（全３５回）を実施しました。 
    《開催日》 ４月～３月  

《会 場》 社会福祉会館  
《参加者》 手話奉仕員養成講習会（前期） １８名 

手話奉仕員養成講習会（後期） １６名（修了者 １５名） 
          手話通訳者養成講習会（通訳Ⅰ） ９名 

 

 （２）社会福祉実習、職場体験学習等の受け入れ  

福祉人材の育成のため、社会福祉士等の実習を受け入れました。 

     ６月 ２日～６月１２日 （ ２日間） 西武文理大学   延１８名 

     ８月１７日～９月１７日 （２５日間） 西武文理大学     １名 

１１月３０日～１月２８日 （２４日間） 日本社会事業大学   １名 

 

 

２８．福祉出前講座  

地域福祉活動についての浸透を図るため、市民からの要望に応え、地域福祉活動に関 
する出前講座を実施しました。 

  《講座内容等》「社会福祉協議会」・「成年後見制度」等について １７回延７１６名 
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２９．デイルームの運営  

  高齢者等の自立促進を図るため運営していたデイルームについて、参加者の減少から平成

２７年度から活動を中止しました。 
  《開催日》 毎週火曜日（１回） 
 《会 場》 社会福祉会館等 

  《参加者》 延１名（ボランティア延１名） 
  《内 容》 編み物など 

 

 

３０．老人福祉センターの指定管理  

（１）老人福祉センターの運営・管理（市からの受託事業） 

    《利用状況》 

施 設 開所日数 利用件数 利用者数 

宝 荘 308 日 15,287 件（団体 859 件、個人 14,428 件） 30,920 名 

寿 荘 308 日 29,118 件（団体 536 件、個人 28,582 件） 39,238 名 

不老荘 306 日 47,835 件（団体 587 件、個人 47,248 件） 56,628 名 

合 計 922 日 92,240 件（団体 1,982 件、個人 90,258 件） 126,786 名 

 

 （２）老人福祉センター自主事業 

映写会、福祉・健康・教養講座、グラウンド・ゴルフ、作品展示会等を開催しました。 

３館計 

《事 業 数》 ８３事業 

《参加者数》 ２４，３４９名 

 

（３）たまり場活動事業 

   参加者が自由に交流できる場所の提供を行いました。 

施 設 開所日 開所日数 利用者数 

ひだまり（宝荘） 水曜日 49 日 1,315 名 

こでまり（寿荘） 木曜日 48 日 841 名 

ほのぼの空間（不老荘） 火曜日 33 日 386 名 

合 計 － 130 日 2,542 名 

 

 

 

 

 



29 
 

 （４）健康相談事業 

看護師による健康相談を行いました。 

施 設 回数 相談件数 

宝 荘 51 回 1,918 件 

寿 荘 47 回 1,730 件 

不老荘 42 回 1,544 件 

合 計 140 回 5,192 件 

 

 

３１．社会福祉会館の指定管理  

 （１）社会福祉会館の運営・管理（市からの受託事業） 

《開所日数》    ３３０日 

    《利用回数》  ２，１３０回 

    《利用者数》 ２８，８２４名 

 

 

３２．ボランティアセンター事業  

 （１）ボランティアセンター運営委員会 ２回 

    ６月２４日 １．副委員長の互選について 

２．平成２６年度事業報告及び平成２７年度事業計画について 

          ３．ボランティア登録グループへの助成について（審査） 

          ４．新規ボランティアグループの登録について（審査） 

    ３月１７日 １．平成２８年度ボランティアセンター事業計画（案）について 

          ２．新規ボランティアグループの登録について（審査） 

 

 （２）ボランティアグループ代表者会議 １回 

    《開催日》 ４月１８日（土） 

    《内 容》 １．平成２７年度事業計画について 

          ２．ボランティア活動助成金の申請について 
          ３．ボランティア活動保険について 

    《参加者》 １９名 

 

 （３）ボランティア活動への援助 
ボランティアグループ活動費助成 ６グループ  ５１５，０００円 
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 （４）ボランティア活動の需給調整 
区 分 件数 回数 人数 

障害者（児）関係 187 件 351 回 509 名 

高齢者関係 629 件 1,245 回 2,051 名 

その他 122 件 182 回 676 名 

合 計 938 件 1,778 回 3,236 名 

    ○登録団体     ２１団体 ３４４名 
    ○登録個人ボランティア    ２２７名 
    ○新規登録ボランティア（個人） １５名 
 
 （５）関係機関との連携 

関係機関（ボランティア連絡会・保健センター・地域包括支援センター・ 
在宅介護支援センター・保健所等）との連絡調整 
 

 （６）ボランティアスクール 
ボランティアの発掘、育成のため、ボランティアスクールを実施しました。 

① あなたにもきっと見つかるボランティア講座 

    《開 催 日》 ５月（前期）、１１月～１２月（後期） 

《会  場》 社会福祉会館、市内各施設 

《内  容》 基礎講座、ボランティア体験、振り返り 

    《参 加 者》 延１０名 
 
   ② パソコン点訳ボランティア講座（中級ボランティアスクール） 

《開 催 日》 ９月～１０月（全５回） 

《会  場》 社会福祉会館 

    《参 加 者》 ７名 
 

③ 世代間でふれあう思い出づくり講座 
・第１回 
《開 催 日》 ８月２０日（木） 
《会  場》 社会福祉会館 
《内  容》 手打ちうどん体験、紙芝居 
《参 加 者》 ２０名 

   ・第２回 
《開 催 日》 ２月２８日（日） 
《会  場》 老人福祉センター寿荘 
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《内  容》 そば打ち体験 
《参 加 者》 １５名 

 
（７）災害ボランティアセンター立ち上げ訓練 
  《開 催 日》 ８月２９日（土） 
《会  場》 市民会館 
《参 加 者》 ６６名 

     ※ 狭山市総合防災訓練の合同で実施しました。 

 

（８）彩の国ボランティア体験プログラム 

ボランティア活動プログラムを提供し、ボランティア活動へ取り組む機会を提供しま

した。 

    《開 催 日》  ５月～２月  

《メニュー数》 ６９メニュー 

《参 加 者》  延４２メニュー １８７名 

 

 （９）地区ボランティアセンターの設置 

《開 催 日》  ４月～３月   

    《会  場》  鵜ノ木団地集会所 

    《参 加 者》  １０回延べ２２０名 

    《相談件数》  ２０件 

     

（１０）ボランティア保険の取扱い及び補助 

ボランティア活動が安心してできるようにボランティア保険を取り扱いました。 

    ○ボランティア保険加入取扱い件数 

     ・ボランティア活動保険      ２，５１９件 

     ・ボランティア行事用保険       １８０件 
     ・福祉サービス総合補償          ９件 
     ・送迎サービス補償            ２件 
     ・ふれあいサロン・社協行事傷害補償   ５７件 
 
 （１１）ボランティア通信の発行 
    年４回（６月・１０月・１月・３月）発行 各号８００部 
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 （１２）共学支援ボランティア養成講座 
地域と学校が連携するためのきっかけを作り、学校を支援するボランティアの育成を

図りました。 
①狭山特別支援学校会場 
《開 催 日》 ５月～７月（７回）  
《参 加 者》 １名   

②所沢おおぞら特別支援学校会場 
《開 催 日》 ４月～５月（５回） 
《参 加 者》 参加者なし 

 
 （１３）ボランティア交流会 

  《開 催 日》 ２月２４日（水）   
  《会  場》 社会福祉会館 
《参 加 者》 ２０名 

     《内   容》 笑いヨガ、タッピングタッチ、情報交換 
 
 
３３．有償福祉サービスささえあい狭山  

 （１）ささえあい狭山運営委員会  ５回 

     ４月１３日 １．活動実績（稼働、事例）について 

     ７月１３日 １．活動実績（稼働、予算）について 

           ２．預託制度の検討について 

    １０月１９日 １．活動実績（稼働）について 

           ２．登録口座の変更依頼について 

     １月１９日 １．活動実績（稼働） 

           ２．平成２８年度事業計画（案）について 

３月１４日 １．事業報告について 

           ２．運営委員会について 

      ※ 他に移送・家事援助・交流促進・広報の各部会を実施 

 

 （２）需給調整等 

    《 会 員 数 》 ５４６名 

（利用会員 ４２０名、提供会員 １０３名、両方会員 ２３名） 

    《 活 動 件 数 》 ９，５６７件 

    《 稼 動 人 数 》 １，４３９名 

    《サービス提供時間》 １０，０６６．５時間 
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 （３）ささえあいバスツアー 

    ○第１回 

    《開催日》 ５月２５日（月）  

 《参加者》 ３２名 

 《場 所》 秩父神社、まつり会館 

 

○第２回 

    《開催日》 １１月１７日（火） 

 《参加者》 ３８名  

《場 所》 江戸東京博物館 

 

 （４）朝市  

《開催日》 ３回（５月２０日、７月２２日、１１月２５日） 

    《会 場》 富士見１丁目自治会館 

    《参加者》 １回に１０団体の出店で来場者数延１１０名 

 

 （５）ささえあいサロン 

    《開催日》 ３回（９月２８日、１２月７日、３月８日） 

    《会 場》 社会福祉会館 

    《参加者》 延６７名 

    《内 容》 手打ちそばを食べながらの交流 

 

 （６）研修会 

    ○有償福祉サービスささえあい狭山の活動についての研修会（基礎研修） 

《回 数》   ４回 

《参加者》 延２８名 

 

    ○認知症サポーター養成講座 １回 ３２名 

    ○普通救命講習会 １回 １６名 

 

 （７）ささえあいだよりの発行 

  年６回（５月・７月・９月・１１月・１月・３月）発行 各回６００部 
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３４．第３６回社会福祉大会  

本大会は、狭山市の社会福祉の発展に功績のあった方々を表彰するとともに、市内の社会

福祉関係者等が一堂に集い、相互の連携を深め、福祉活動の更なる普及と充実を図ることを

目的として開催しました。 

  《 日  程 》 ２月６日（土） 

  《 場   所 》 市民会館 小ホール 

  《参 加 者》 ４００名 

  《スローガン》  「人の輪が育む地域・未来のさやま」 

  《 内   容 》 第１部 式典    

第２部 講演「災害に強いまちづくり ～白馬村の奇跡から学ぶ～」 

第３部 アトラクション「手話落語」 

  《受賞者内訳》 ○社会福祉協議会会長表彰 

          ・社会福祉協議会功労者           ４名 

          ○社会福祉協議会会長感謝 

          ・多額寄付者（個人・団体）【１０万円以上】  ３名・６団体 

          ・ボランティアセンター協助者（個人・団体） １２名 

          ・住民参加型在宅福祉サービス協助者     １５名 

          ・ふれあい里親                 １世帯 

・登録ふれあいサロン             １団体 

 

 

３５．地域わくわく事業 

地域が元気になるための、地域を応援する仕組みとして、自治会で行う地域福祉活動に

対して助成を行いました。 

《助 成 数》  ７地区１０事業 

  《主な事業内容》 地域防災親子研修会、 学童の登下校「安全・安心」見守り活動 

           防犯灯ＬＥＤ化推進事業、自治会活動見える化事業    など 

 

 

３６．狭山市との共催による地域福祉関係事業 

 （１）地域のつながりと支え合いを考える集い 
《日 程》 ６月１３日（土） 
《会 場》 市民会館 中ホール 
《参加者》 ５８０名 
《内 容》 シンポジウム「振り込め詐欺をぶっとばせ」 
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（２）地域のつながりと支え合いを考える研修会 
 （３）地域のつながりと支え合いを考えるパネル展 ３会場 
（４）地区福祉講座 
○水富地区福祉講座への協力 
講義「サロンを知ろう！サロンに行こう！サロンを作ろう！」 

 
  ○傾聴講座 
・中央公民館会場 
《日 程》 １０月～１２月（全１０回） 
《参加者》 ２１名 

  ・秋草学園高等学校会場 
《日 程》 １月～２月（全１０回） 
《参加者》 高校生１２名、一般４名 

 
 （５）地域福祉活動推進研究会 ５回 延３６７名 
   ○第１回「地域福祉をはじめよう  

～狭山市の地域福祉の現状と課題、取り組みの方向性～」 
   ○第２回「行田市トータルサポート体制 ～市民の参加による福祉のまちづくり～」 
   ○第３回「コミュニティサロンという仕組みを広げるために」 
   ○第４回「ごみ屋敷問題を考える ～ごみ屋敷問題の背景にある課題～」 
   ○第５回「地域福祉活動者大交流会 2016  

～地域を良くしようと志す皆さんとともに～」 
 
 （６）地域福祉活動等情報検索システム事業 
 （７）地域福祉推進計画の進捗管理 

○地域福祉推進市民会議の開催 ４回 
４月１７日 １．地域福祉関係３部会報告について 

           ２．地域福祉関係３検討会の設置（案）について 
           ３．地域福祉活動推進研究会の設置（案）について 
           ４．その他 
     ７月１７日 １．地域福祉に関する先進的事例の視察（案）について 
           ２．その他 

１０月１６日 １．地域における生活困窮者支援等のための共助の基盤づくり事業 
の評価について 

     １月１５日 １．地域福祉に関するアンケート調査の実施（案）について 
           ２．地域福祉活動推進研究会について 
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           ３．平成２８年度会議予定（案）について 
 
   ○地域福祉推進計画書の配付等 
 
（８）地域福祉推進団体のネットワーク化（有償福祉サービス普及検討会、コミュニティサ

ロン活動ネットワークづくり検討会の事務局） 
   ○有償福祉サービス普及検討会 ４回 

   ○コミュニティサロン活動ネットワークづくり検討会 １０回 

 

 

３７．収益事業  

 （１）飲料水等販売手数料収入 １５８，３６４円 

    自動販売機設置場所：老人福祉センター３館（宝荘・寿荘・不老荘） 

              サンパーク奥富、教育センター 

 

（２）切手及び収入印紙の販売手数料収入 ２７４，５４９円 

社会福祉会館での販売のほか、市役所及び会社等へ販売しました。 

 

 

３８．災害支援 

 （１）常総市災害ボランティア 

平成２７年台風１８号等大雨災害の被害が甚大であった茨城県常総市に災害ボラン

ティアを派遣しました。 

○ボランティアバスの派遣 

《日 程》 ９月２１日（月） 

《参加者》 １４名 

 

   ○社協車両による派遣 

   《日 程》 ９月～１０月（全５回） 

   《参加者》 延３３名 

 

 （２）災害義援金  １８，６２１円 

埼玉県共同募金会狭山市支会に協力 

○茨城県台風１８号等災害義援金 

○屋久島町口永部島新岳噴火災害義援金 

○栃木県台風１８号等災害義援金 
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○平成２７年台風第１８号による大雨等災害義援金 

○台風２１号与那国町災害義援金 

 


